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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売　上　高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 86,509 16.5 5,314 77.9 6,473 83.5 4,511 77.2

2021年３月期第３四半期 74,278 △3.2 2,987 11.2 3,528 1.4 2,545 9.7

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 4,609百万円 （59.8％） 2021年３月期第３四半期 2,884百万円（8.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 70.25 －

2021年３月期第３四半期 39.69 －

総　資　産 純　資　産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 128,545 71,031 53.4

2021年３月期 125,526 66,981 51.5

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 68,621百万円 2021年３月期 64,693百万円

年　間　配　当　金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期　末 合　計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00

2022年３月期 － 5.00 －

2022年３月期（予想） 5.50 10.50

（％表示は、対前期増減率）

売　上　高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　　期 114,000 12.7％ 6,000 35.1％ 7,500 41.8％ 5,000 7.8％ 77.86

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 67,142,417株 2021年３月期 67,142,417株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 2,838,178株 2021年３月期 3,008,216株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 64,219,255株 2021年３月期３Ｑ 64,134,877株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

詳細は、【添付資料】７ページ「２．（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

詳細は、【添付資料】７ページ「２．（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧

ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士または監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

なお、業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】２ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、総合物流事業において、倉庫業では、期中平均保管残高

は減少したものの、入出庫にかかる取扱量は前年同期に比べ増加しました。港湾運送業では、四日市港における

完成自動車の取扱量は、半導体および部品の供給不足などにより、輸出・国内ともに減少したものの、海上コン

テナ、原料関係、石炭・オイルコークスの取扱量は前年同期に比べ増加しました。陸上運送業では、鉄道輸送の

取扱量は前年同期に比べ減少したものの、主力のトラック輸送およびバルクコンテナ輸送の取扱量は、継続的な

国内貨物の荷動きの回復により好調に推移しました。国際複合輸送業では、新型コロナウイルスに端を発する世

界的なコンテナ不足・海上運賃高騰の影響に加え、世界的経済活動の回復を背景に、海上輸送および航空輸送の

取扱量は前年同期に比べ大幅に増加し、海外現地法人における取扱量も大幅に増加しました。このような状況に

より、総合物流事業全体の売上高は、前年同期比16.7％増の857億６千８百万円となりました。

その他の事業につきましては、依然として厳しい環境下ではありましたが、業務の効率化や収支改善に努めま

した。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、倉庫業の取扱いが順調に推移したこと、港湾運送業

および陸上運送業の取扱いが好調に推移したこと、そして国際複合輸送業の取扱いが極めて好調に推移したこと

などから、前年同期比16.5％増の865億９百万円となりました。連結経常利益は、売上高を大幅に伸ばすなか、継

続的な業務効率化やコスト削減、持分法による投資利益の寄与もあり、前年同期比83.5％増の64億７千３百万円

となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比77.2％増の45億１千１百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ30億１千８百万円増加し、1,285億４千５百

万円となりました。流動資産は売上債権の増加43億２百万円を主な要因として42億７千２百万円増加し、固定資

産は有形固定資産の減価償却による減少を主な要因として12億５千４百万円減少しました。

負債は、長期借入金の減少を主な要因として前連結会計年度末に比べ10億３千１百万円減少し、575億１千３百

万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益45億１千１百万円、剰余金の配当６億４千２百万円を主な要因

として前連結会計年度末に比べ40億４千９百万円増加し、710億３千１百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2021年10月29日に公表しました通期の業績予想を修正しております。

詳細につきましては、本日公表の「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,352 12,153

受取手形及び営業未収金 15,719 －

受取手形、営業未収金及び契約資産 － 20,022

棚卸資産 159 158

その他 1,964 3,158

貸倒引当金 △59 △83

流動資産合計 31,136 35,409

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 32,306 31,664

土地 32,299 32,260

その他（純額） 7,120 6,390

有形固定資産合計 71,726 70,315

無形固定資産 1,325 1,086

投資その他の資産

投資有価証券 15,806 16,099

その他 5,546 5,649

貸倒引当金 △15 △14

投資その他の資産合計 21,338 21,734

固定資産合計 94,390 93,135

資産合計 125,526 128,545

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 9,684 10,630

短期借入金 2,370 2,370

１年内返済予定の長期借入金 3,372 7,980

未払法人税等 883 1,006

賞与引当金 1,139 594

その他 3,878 4,366

流動負債合計 21,327 26,947

固定負債

長期借入金 26,410 19,786

再評価に係る繰延税金負債 3,705 3,694

退職給付に係る負債 2,107 2,163

長期預り保証金 2,244 2,184

その他 2,748 2,736

固定負債合計 37,216 30,565

負債合計 58,544 57,513

純資産の部

株主資本

資本金 8,428 8,428

資本剰余金 6,788 6,822

利益剰余金 48,915 52,797

自己株式 △1,186 △1,119

株主資本合計 62,945 66,928

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,509 2,425

土地再評価差額金 △1,338 △1,364

為替換算調整勘定 43 151

退職給付に係る調整累計額 533 480

その他の包括利益累計額合計 1,747 1,693

非支配株主持分 2,288 2,410

純資産合計 66,981 71,031

負債純資産合計 125,526 128,545
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 74,278 86,509

売上原価 66,762 76,512

売上総利益 7,516 9,997

販売費及び一般管理費 4,528 4,683

営業利益 2,987 5,314

営業外収益

受取利息 27 17

受取配当金 258 336

持分法による投資利益 317 679

その他 103 217

営業外収益合計 706 1,251

営業外費用

支払利息 108 87

その他 57 4

営業外費用合計 166 92

経常利益 3,528 6,473

特別利益

固定資産処分益 26 20

その他 0 －

特別利益合計 27 20

特別損失

固定資産処分損 56 40

減損損失 55 52

関係会社整理損 159 －

その他 0 －

特別損失合計 272 92

税金等調整前四半期純利益 3,283 6,400

法人税等 648 1,715

四半期純利益 2,634 4,684

非支配株主に帰属する四半期純利益 89 173

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,545 4,511

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 2,634 4,684

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 537 △84

為替換算調整勘定 △311 55

退職給付に係る調整額 26 △53

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 7

その他の包括利益合計 249 △74

四半期包括利益 2,884 4,609

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,902 4,483

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 126

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）および「収益認識に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）（以下「収益認識会計基準等」という。）を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。これにより、顧客との契約から生じる

収益は、主として一定の期間にわたり進捗に応じて収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(１)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　なお、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および

税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示

していた「受取手形及び営業未収金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、営業未収金及び契約資産」

に含めて表示しております。なお、収益認識会計基準第89－2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計

年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。
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